
整
し
な
が
ら
小
学
校
か
ら
高
校
ま
で
全
国
各
地

（
と
き
に
は
離
島
ま
で
）
で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等

生
徒
た
ち
と
交
流
し
な
が
ら
舞
台
に
立
っ
て
い
ま

す
。
昨
年
秋
、
狂
言
師
と
し
て
の
卒
業
論
文
と
い

わ
れ
て
い
る
『
釣
狐
』
と
い
う
曲
を
初
演
し
ま
し

た
。
能
楽
の
世
界
で
は「
披
き（
ひ
ら
き
）」と
い
い
、

芸
歴
と
し
て
必
ず
問
わ
れ
る
曲
で
す
。
ま
た
今
春

は
欧
州
公
演
に
参
画
す
る
機
会
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

き
っ
か
け
は
大
学
の
ク
ラ
ブ
活
動
で
し
た
。
冷

や
か
し
半
分
に
覗
い
た
ば
か
り
に
大
歓
迎
を
受

け
、
断
る
に
断
れ
な
く
な
り
自
棄
気
味
に
入
部
し

た
の
が
は
じ
ま
り
で
し
た
。
観
世
流
の
謡
と
仕
舞
、

大
蔵
流
の
狂
言
の
稽
古
は
そ
れ
な
り
に
面
白
く
、

生
涯
の
趣
味
に
し
て
み
よ
う
と
い
う
く
ら
い
は
打

ち
込
ん
で
い
た
と
思
い
ま
す
。

　

転
機
は
、
初
め
て
観
た
師
匠
の
『
釣
狐
』。
能

に
も
勝
る
底
知
れ
ぬ
不
気
味
さ
と
緊
張
感
。
滑
稽

で
軽
妙
な
狂
言
の
芸
に
こ
れ
ほ
ど
深
く
広
い
世
界

が
あ
ろ
う
と
は
、
こ
れ
は
趣
味
で
は
極
め
る
こ
と

は
で
き
な
い
と
、
師
匠
に
押
し
掛
け
る
よ
う
に

弟
子
入
り
志
願
、
在
学
中
か
ら
プ
ロ
の
修
行
を
は

じ
め
ま
し
た
。
師
匠
は
善
竹
（
ぜ
ん
ち
く
）
忠
重

師
。
広
辞
苑
を
ひ
く
と
能
楽
師
で
は
唯
一
人
個
人

名
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
故
善
竹
弥
五
郎
師
の
家
系

で
す
。
世
襲
制
の
厳
し
い
世
界
で
、
幼
少
か
ら
の

　
「
藤
枝
東
高
校
と
言
え
ば
サ
ッ
カ
ー
の
名
門
だ
」

と
い
う
意
識
は
、
皆
さ
ん
お
持
ち
で
し
ょ
う
。
筆

者
も
同
様
で
あ
っ
た
が
、
東
大
の
合
格
発
表
の
場

で
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
さ
れ
た
際
、「
藤
枝
東
？
」
と

怪
訝
な
顔
を
さ
れ
、「
一
応
高
校
サ
ッ
カ
ー
で
は

有
名
な
ん
で
す
け
ど
…
」
と
多
少
謙
遜
し
つ
つ

言
っ
た
ら
、「
東
京
に
も
有
名
な
高
校
あ
り
ま
す

よ
ね
？
」「
…
？
」「
目
黒
と
か
国
学
院
と
か
…
」。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
氏
は
完
全
に
サ
ッ
カ
ー
と
ラ
グ

ビ
ー
を
混
同
し
て
い
た
の
だ
！
こ
れ
が
一
九
七
五

年
当
時
の
日
本
の
現
実
で
あ
っ
た
。
サ
ッ
カ
ー
な

ど
は
マ
イ
ナ
ー
な
競
技
の
一
つ
で
し
か
な
か
っ
た

の
で
あ
る
。

　

そ
れ
が
、
九
十
三
年
に
Ｊ
リ
ー
グ
が
発
足
し
、

経
験
も
な
く
血
縁
者
の
頼
り
も
な
い
私
が
舞
台
に

立
っ
て
い
る
こ
と
は
、
師
匠
の
懐
と
志
の
深
さ
に

負
う
と
こ
ろ
が
大
き
く
、
私
一
人
の
努
力
で
は
存

在
す
ら
ま
ま
な
ら
な
い
の
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま

せ
ん
。

　

わ
ず
か
で
も
私
に
継
続
す
る
力
が
あ
っ
た
と
す

れ
ば
、
藤
枝
東
で
の
野
本
寛
一
先
生
の
存
在
を
第

一
に
挙
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
志
望
校
に
行
け
ず

落
胆
す
る
私
に
浪
人
を
薦
め
、
な
お
も
失
敗
を
重

ね
て
失
意
の
ま
ま
大
学
入
学
し
た
私
を
文
字
通
り

叱
咤
激
励
し
て
下
さ
り
ま
し
た
。
そ
の
上
、
時
を

同
じ
く
し
て
関
西
の
地
に
居
を
構
え
ら
れ
、
折
に

ふ
れ
謦
咳
に
接
し
、
道
は
違
え
ど
そ
の
大
き
な
背

中
を
追
い
か
け
て
い
る
う
ち
に
今
日
ま
で
至
っ
て

い
る
と
い
う
か
ん
じ
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
遠
く
及

ば
ず
で
は
あ
り
ま
す
が
。

　

そ
れ
に
し
て
も
、
葉
梨
の
農
家
の
長
男
で
あ
り

な
が
ら
、
生
涯
の
芸
道
修
行
の
地
を
関
西
に
求
め

て
し
ま
っ
た
私
に
望
郷
の
念
は
や
ま
ず
、
盆
と
正

月
の
帰
省
は
父
母
の
息
災
だ
け
が
頼
り
と
い
う
の

で
は
藤
枝
人
を
自
負
す
る
の
も
未
だ
親
が
か
り

の
よ
う
で
何
か
う
し
ろ
め
た
さ
さ
え
覚
え
て
い
ま

す
。
か
な
う
こ
と
な
ら
、
能
楽
を
通
し
て
故
郷
へ

の
報
恩
が
で
き
な
い
も
の
か
と
願
う
日
々
で
あ
り

ま
す
。

状
況
は
一
変
。
二
〇
〇
二
年
に
は
Ｗ
杯
開
催
ま
で

実
現
し
た
。
一
体
、
誰
が
想
像
し
た
で
あ
ろ
う
か
。

　

筆
者
は
、
確
か
に
サ
ッ
カ
ー
部
に
籍
を
置
い
た

が
、
競
技
者
と
し
て
は
二
流
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
、

そ
の
後
今
日
ま
で
サ
ッ
カ
ー
と
は
縁
の
切
れ
な
い

一
生
を
歩
ん
で
い
る
の
だ
か
ら
、
人
生
は
分
か
ら

な
い
。

　

一
九
八
〇
年
に
電
通
に
入
社
。
こ
の
こ
ろ
、
電

通
は
世
界
戦
略
の
一
環
と
し
て
、
サ
ッ
カ
ー
や
五

輪
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
進
出
。
八
十
五
年
に
ア
デ
ィ
ダ

ス
社
と
共
同
で
Ｉ
Ｓ
Ｌ
と
い
う
ス
ポ
ー
ツ
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
の
会
社
を
ス
イ
ス
に
創
立
。
筆
者
は

八
十
四
年
に
サ
ッ
カ
ー
担
当
に
な
り
、
八
十
六
年

Ｗ
杯
メ
キ
シ
コ
大
会
に
は
Ｉ
Ｓ
Ｌ
の
一
員
と
し
て

運
営
に
参
加
。
九
十
年
の
イ
タ
リ
ア
大
会
に
も
現

地
に
赴
い
た
。
ロ
ー
マ
で
行
わ
れ
た
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
総

会
で
、「
日
本
は
Ｗ
杯
開
催
の
意
思
あ
り
」
と
い

う
冊
子
を
配
布
し
た
の
は
、
か
く
言
う
筆
者
で
あ

る
。
そ
し
て
、
二
〇
〇
二
年
の
大
会
招
致
に
も
従

事
し
た
。

　

Ｊ
リ
ー
グ
の
創
設
は
、
ラ
イ
バ
ル
の
博
報
堂

が
担
当
し
た
。（
筆
者
が
国
際
駅
伝
実
施
の
た
め
、

Ｎ
Ｙ
に
滞
在
し
て
い
る
間
に
、
博
報
堂
に
決
し
た

の
だ
が
、
こ
の
話
も
長
く
な
る
の
で
割
愛
す
る
。）

し
か
し
、
二
〇
〇
〇
年
に
川
淵
チ
ェ
ア
マ
ン
自
ら

の
依
頼
が
あ
り
、
Ｊ
リ
ー
グ
の
経
営
諮
問
委
員
を

二
期
／
四
年
務
め
た
。

　

振
り
返
っ
て
み
る
と
、
日
本
の
サ
ッ
カ
ー
の
急

激
な
変
化
に
筆
者
が
関
わ
っ
て
き
た
と
言
わ
ざ
る

を
得
な
い
。
何
も
こ
ん
な
こ
と
を
予
想
し
て
東
高

の
サ
ッ
カ
ー
部
に
入
部
し
た
わ
け
で
は
な
い
が
、

「
人
間
万
事
、
塞
翁
が
馬
」
の
感
を
抱
く
今
日
こ

の
頃
で
あ
る
。

　水球部？と思われる同窓生の皆様も多いか
もしれません。平成元年度より、水泳部は水
球と競泳の両方で活動しており、現在、学校
のプールでは水球をメインに活動していま
す。
　そもそも本校における水球競技の始まり
は、わたしが主将になった１年の夏休み明け
の頃に遡ります。当時の顧問大迫照忠先生の
「水球やってみるか」と言われた一言からで
した。当時、なんとなく水球という競技は知っ
ていましたが実際にみたことはなく、調べて
みると、7人で行う競技であるとのこと。さ
らに、当時、静岡県内には 3校しかチームが
なく、2位以内になれば東海大会に出場でき
ることもわかりました。しかし、部員は 4人。
全く足りません。そこで、クラスの友達や水
泳経験者に駄目元で声をかけてみたところ、
沢山の友人が協力してくれました。これが高
校 1年冬の出来事です。
　翌年、萩原安江先生に顧問が替わると、ま
ず「本当に水球をやるの？」と問われました。
集まってくれた友人を裏切る訳にもいかない
ので、当然「やります」と答えました。これ
が本校における水球のはじまりです。平成元
年 4月の出来事でした。
　ボールもない、水球用の帽子もない、練習
用のゴールもない、もちろん経験のある指導
者もいない、そんな何もない状態からのス
タートでした。ゴールは大迫先生が手作りで
作ってくださいました。本当に嬉しかったで
す。帽子は他校に借りて試合に出場しました。
最初の公式戦は 40 点以上差のつく試合でし
た。その後の県大会でコールドゲームのルー
ルができたのも自分たちのせいではないかと
今は思います。
　3年時には部員もかなり増え、何とかこの
チームで公式戦一勝をと個人的に思って練習

に励みましたが、試合では敵のエースが指を
骨折したのにもかかわらず、どうしても重い
１点が届きませんでした。
　しかし、自分たちが引退した後、すぐに藤
枝東高校は公式戦で初勝利をあげることがで
きました。ここからは、県 2位以内になり東
海大会に出場することが、目標となりました。
　念願の東海大会に出場することができたの
は、創部 17年目の平成 17 年のことでした。
わたしは大会役員をやっていたこともあり、
その瞬間に立ち会うことが出来ました。まさ
に感動の一言でした。部員不足で廃部寸前に
陥った時期もありましたが、2人目の顧問の
藤原士郎先生が御尽力くださり、その瞬間が
訪れたと思っております。
　その後、石塚和章先生、佐野正文先生と顧
問が変わり現在に至っています。
　現在、わたしは仕事の合間に指導というほ
どのものではありませんが、お節介なＯＢと
して練習に顔を出しています。今まで顧問を
して下さった先生方や当時一緒に部活をやっ
てくれた友人、現在に至る後輩たち。本当に
感謝の思いは尽きません。今後も微力ながら
協力していきたいと思っています。
　最後に、水泳部 OB の皆様へ。毎年 8 月
14日に OB戦を行っています。時間の都合が
つく方はどうぞ東高のプールにおいでくださ
い。旧友との交流を深めてみませんか。

　先日、藤枝市で講演をさせていただいたが、
その担当課長は藤枝東の同級生だった。しか
も同じ新聞部という縁だ。当時の話を振ると、
「俺は広告取り専門で、原稿を書いたことは
なかったけどね」と笑った。誇張もあろうが、
それほど部員が多かったということでもあ
る。当時、私たちの学年は 19人いた。
　秋の文化祭が済むと、2年生は引退する。
実質、1年の秋からの 1年間が自分たちの代
ということになる。その私たちの代に第 100
号の発行がめぐってきた。私は部長だった。
通常２面であったものを６面構成にして臨ん
だ。折しも、その夏、サッカーがインターハ
イで優勝した。決勝戦には応援委員 5人が派
遣され、その一人でもあった私は、試合が終
わるや、グラウンドに飛び降り、今度は新聞
部員として優勝イレブンの晴れ姿をカメラに
収めた。この写真は第 100 号を飾った。
　文化祭では「アポロ展」に取り組んだ。ア

ポロ 11号の月面着陸はその二年前、13号の
奇跡の生還は 1年前の出来事だった。同年に
は大阪万博で「月の石」が展示されている。
そういう時代だった。
　宇宙服は、つなぎの作業着の内側にスポン
ジを縫い付け、シート屋で分けてもらった
シートで首元を整えた。胸にNASAのマーク、
肩に星条旗を手書きで施し、腕には方位磁石
まで取り付けた。背負う生命維持装置は、段
ボール箱をシートで覆った上で、廃品回収業
者から洗濯機の排水ホースを調達してきて差
し込んだ。頭部カプセルは料理用ボウルを利
用した。模造紙に月面を描いて背景とし、他
の部員たちが月面車を製作した。
　文化部の展示が熱く、それゆえの「文化祭」
であった。そこで、一般生徒にも参加の機会
をという趣旨でこの年から始まったのが「夢
の祭典」である。
　先ごろ母校に勤務して、わが新聞部の現状
を知らされた。部員はわずか数名、入部ゼロ
の年度もあり、他の部からの助っ人を得てよ
うやく発行にこぎつけていた。顧問のＭ先生
は、パソコンを活用することで編集の省力化
を図っていた。
　思えば、あれから 40 年になろうとしてい
る。200 号もとうに過ぎている。Ｍ先生は
じめ歴代の顧問の工夫と部員の努力によって
「続いている」ということに、むしろ感謝す
べきなのかもしれない。　

　

大
蔵
流
狂
言
方
と
し
て
神
戸
を
中
心
に
能
楽
の

舞
台
に
立
っ
て
い
ま
す
。（
能
楽
と
は
能
と
狂
言

の
総
称
で
、
シ
テ
・
ワ
キ
・
囃
子
・
狂
言
な
ど
そ

れ
ぞ
れ
の
パ
ー
ト
は
専
門
職
制
に
な
っ
て
お
り
ま

す
）

　

土
日
は
正
式
な
能
楽
公
演
、
平
日
は
仕
事
と
調

　

昭
和
三
十
八
年
一
学
期
早
々
の
体
育
授
業
の

ひ
と
こ
ま
―
。
雨
だ
っ
た
た
め
、
定
番
の
運
動

場
で
の
サ
ッ
カ
ー
か
ら
体
育
館
の
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
に
切
り
替
わ
っ
た
。
そ
こ
で
、
ク
ラ
ス
全

員
が
赴
任
し
て
き
た
ば
か
り
の
「
お
ち
あ
い
」
の

模
範
演
技
に
目
を
丸
く
し
た
。
軽
や
か
な
身
の
こ

な
し
か
ら
放
つ
シ
ュ
ー
ト
は
、
ど
ん
な
角
度
か
ら

も
こ
と
ご
と
く
リ
ン
グ
に
吸
い
込
ま
れ
て
い
く
。

　

そ
れ
も
そ
の
は
ず
。
わ
が
「
お
ち
あ
い
」
こ
そ
、

静
岡
教
員
チ
ー
ム
の
ポ
イ
ン
ト
ゲ
ッ
タ
ー
だ
っ

た
の
だ
。当
時
の
静
岡
教
員
は
、バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
の
国
体
教
員
の
部
や
全
国
教
員
大
会
を
何
度

と
な
く
制
し
た
、
い
わ
ば
常
勝
軍
団
。
そ
の
強
豪

チ
ー
ム
が
誇
る
シ
ュ
ー
タ
ー
の
妙
技
は
、
生
徒
た

ち
の
心
を
つ
か
む
の
に
十
分
だ
っ
た
。

　

静
岡
市
出
身
。
中
学
（
城
内
中
）
時
代
は
サ
ッ

カ
ー
部
に
籍
を
置
い
て
い
た
が
、
進
学
し
た
静
岡

市
立
高
で
は
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
選
ん
だ
。「
あ

の
こ
ろ
の
市
高
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
は
県
内
の
強
豪
。

上
級
生
の
プ
レ
ー
を
見
て
感
動
し
た
」
の
が
転
身

の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。
転
身
後
は
も
ち
ろ
ん
、

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
一
筋
。
大
学
は
恩
師
の
勧
め

も
あ
っ
て
、
日
体
大
の
門
を
た
た
い
た
。
け
が
に

悩
ま
さ
れ
な
が
ら
も
主
軸
と
し
て
活
躍
。「
実
業

団
で
プ
レ
ー
す
る
こ
と
も
考
え
た
」
と
い
う
が
、

指
導
者
に
魅
力
を
感
じ
、
教
師
の
道
に
進
ん
だ
。

　

初
任
校
は
富
士
市
吉
原
一
中
。
一
年
後
に
吉
原

商
高
に
移
り
、
さ
ら
に
一
年
後
の
三
十
八
年
に
東

高
に
や
っ
て
き
た
。「
東
高
と
い
え
ば
サ
ッ
カ
ー
」

　

高
校
の
美
術
教
師
を
三
十
七
年
間
務
め
、
現
在

は
地
元
の
大
学
で
立
体
造
形
論
等
の
講
義
科
目
と

金
属
造
形
等
の
実
技
科
目
を
教
え
て
い
る
。
な
か

な
か
美
術
教
育
を
抜
け
出
せ
な
い
ま
ま
今
に
至
っ

て
い
る
が
、
少
し
で
も
美
術
を
志
す
若
い
人
達
の

お
役
に
立
て
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。
教
師
と
の
二

足
の
草
鞋
を
履
い
た
ま
ま
四
十
年
近
く
鉄
を
素
材

と
す
る
立
体
造
形
作
品
を
造
り
続
け
て
き
た
が
、

手
強
い
相
手
を
選
ん
だ
も
の
だ
と
感
じ
て
い
る

の
が
正
直
な
と
こ
ろ
で
あ
る
。「
彫
刻
と
は
マ
ッ

ス
（
量
塊
）
で
あ
る
」
と
い
う
彫
刻
理
論
に
は
背

を
向
け
、「
彫
刻
と
は
表
面
で
あ
る
」
こ
と
の
意

味
を
考
え
る
こ
と
に
長
い
時
間
を
費
や
し
た
よ
う

に
思
う
。
ま
た
、
量
に
対
す
る
日
本
と
西
洋
の
根

本
的
な
ギ
ャ
ッ
プ
が
自
然
と
空
間
、
時
間
へ
の
移

行
と
な
っ
て
作
品
を
展
開
さ
せ
て
き
た
よ
う
に
思

う
。
一
時
、ジ
ャ
コ
メ
ッ
テ
ィ（
ス
イ
ス
の
彫
刻
家
）

に
傾
倒
し
、西
洋
的
な
「
存
在
論
」
に
夢
中
に
な
っ

た
が
、
い
つ
の
ま
に
か
東
洋
的
「
存
在
論
」
に
移

行
し
て
い
る
自
分
に
危
う
さ
を
感
じ
つ
つ
、
絵
画

的
「
も
の
の
見
方
」
が
優
先
さ
れ
る
現
代
の
中
に

　

私
は
幼
い
頃
か
ら
習
っ
て
い
た
バ
レ
エ
が
大
好

き
で
、
初
め
て
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
舞
台
を
観
た
小

学
生
の
頃
か
ら
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
舞
台
に
立
つ
の

が
夢
で
し
た
。

　

東
高
の
自
由
な
校
風
の
お
陰
で
、
目
標
に
向
け

て
レ
ッ
ス
ン
に
打
ち
込
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

夢
祭
で
皆
で
舞
台
を
作
れ
た
の
も
良
い
思
い
出
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

私
は
、
昭
和
三
十
八
年
四
月
に
藤
枝
東
校
に
入

学
し
、｢

ミ
ジ
ン
コ｣

こ
と
太
田
先
生
の
担
任
ク

ラ
ス
に
な
り
、
三
年
間
同
じ
仲
間
と
と
も
に
青
春

時
代
を
謳
歌
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
時
代
の
級

友
と
は
毎
年
私
の
帰
省
に
あ
わ
せ
、
同
級
生
が

や
っ
て
い
る
焼
津
の｢

黒
潮｣

に
集
ま
り
、
毎

度
同
じ
話
の
繰
り
返
し
な
が
ら
も
東
京
で
の
会
社

生
活
を
元
気
に
さ
せ
る
糧
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

　

東
高
卒
業
後
は
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
に
つ
い
て
専

門
的
に
学
び
た
い
と
思
い
、
専
門
学
校
に
進
学
し
、

三
年
間
演
技
、
歌
、
ダ
ン
ス
等
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の

基
礎
を
学
び
ま
し
た
。
同
じ
目
標
を
持
つ
仲
間
達

と
毎
日
レ
ッ
ス
ン
し
、
学
校
公
演
に
向
け
て
朝
か

ら
晩
ま
で
学
校
の
ス
タ
ジ
オ
に
籠
り
練
習
に
励
み

ま
し
た
。
こ
の
三
年
間
で
、
技
術
面
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
プ
ロ
と
し
て
舞
台
に
立
つ
心
構
え
や
、

ス
タ
ッ
フ
、
出
演
者
等
大
勢
の
力
に
よ
っ
て
作
っ

て
い
く
こ
と
の
難
し
さ
や
楽
し
さ
を
学
び
、
自
分

を
大
き
く
成
長
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

卒
業
後
は
、
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
受
け
て
は
落

ち
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
や
イ
ベ

ン
ト
、
五
木
ひ
ろ
し
特
別
公
演
な
ど
に
出
演
し
、

一
昨
年
か
ら
は
、
首
都
圏
の
テ
ー
マ
パ
ー
ク
ダ
ン

サ
ー
と
し
て
活
動
中
で
す
。

　

テ
ー
マ
パ
ー
ク
で
は
、
毎
日
大
勢
の
お
客
様
の

前
で
踊
る
こ
と
が
出
来
と
て
も
充
実
し
た
日
々
を

過
ご
し
て
い
ま
す
。
テ
ー
マ
パ
ー
ク
な
ら
で
は
の
、

お
客
様
と
近
い
距
離
で
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
お

客
様
の
反
応
が
良
く
分
か
り
、
毎
回
違
っ
た
課
題

が
生
ま
れ
た
り
、
自
分
の
実
力
に
落
胆
し
た
り
も

し
ま
す
が
、
そ
れ
以
上
に
笑
顔
で
本
当
に
楽
し
そ

う
に
観
て
い
る
方
々
や
瞳
を
輝
か
せ
な
が
ら
私
達

と
一
緒
に
踊
る
子
ど
も
達
を
前
に
す
る
と
、
や
り

が
い
や
喜
び
を
感
じ
ま
す
。
ま
た
、
屋
外
で
の
公

演
は
、
天
候
や
気
候
に
左
右
さ
れ
る
の
で
、
大
変

な
時
も
多
い
の
で
す
が
、
ど
ん
な
時
で
も
待
っ
て

し
た
。
私
自
身
は
こ
こ
十
年
位
日
本
が
誇
る
高
速

鉄
道
技
術
を
海
外
に
売
り
込
む
こ
と
に
注
力
し
て

き
ま
し
た
。
幸
い
な
こ
と
に
台
湾
、
中
国
、
英
国

に
日
本
の
高
速
鉄
道
技
術
は
採
用
さ
れ
、
地
元
の

皆
様
に
愛
用
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
と
に
英
国
は

我
が
社
単
独
で
の
挑
戦
で
あ
り
、
様
々
な
苦
闘
の

末
、
二
〇
〇
九
年
十
二
月
に
ロ
ン
ド
ン
・
セ
ン
ト

パ
ン
ク
ラ
ス
駅
か
ら
ア
シ
ュ
フ
ォ
ー
ド
駅
経
由
ケ

ン
ト
地
方
に
無
事
営
業
運
転
に
こ
ぎ
つ
け
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
ご
存
知
の
様
に
日
本
は
明
治
五

年
（
一
八
七
二
年
）
に
英
国
か
ら
鉄
道
技
術
を
学

び
新
橋
・
横
浜
間
を
開
業
さ
せ
ま
し
た
。
そ
れ
か

ら
百
三
十
余
年
を
経
て
鉄
道
の
母
国
英
国
に
日
本

の
鉄
道
技
術
が
輸
出
さ
れ
、
納
期
通
り
に
完
成
さ

せ
、
そ
の
信
頼
性
と
安
定
運
行
を
実
現
さ
せ
て
い

る
こ
と
は
鉄
道
に
携
わ
る
人
間
の
み
な
ら
ず
多
く

の
人
た
ち
に
賞
賛
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
成
功

は
欧
州
大
陸
に
も
注
目
を
浴
び
、
ス
イ
ス
、
ド
イ

ツ
等
か
ら
も
引
合
い
が
き
て
お
り
ま
す
。
鉄
道
は

他
の
交
通
機
関
に
比
べ
て
、
環
境
に
や
さ
し
く
低

炭
素
、
省
エ
ネ
社
会
が
実
現
で
き
る
交
通
機
関
で

あ
り
、
中
国
、
イ
ン
ド
、
ブ
ラ
ジ
ル
等
の
新
興
国

で
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
は
も
と
よ
り
、
先
進
国
で
も

リ
ノ
ー
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
再
整
備
の
案
件
が
時

代
の
追
い
風
を
受
け
、
数
多
く
出
て
き
て
い
ま
す
。

歴
史
的
に
グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
を
し
て
い
る
シ
ー
メ

ン
ス
等
の
欧
州
の
巨
大
メ
ー
カ
ー
と
、
政
府
の
支

援
を
受
け
た
韓
国
、
中
国
メ
ー
カ
ー
と
の
激
し
い

い
る
お
客
様
が
い
る
と
思
う
と
笑
顔
で
出
演
す
る

こ
と
が
出
来
ま
す
。

　

仕
事
と
し
て
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
お
客
様
に
感

動
や
幸
せ
を
伝
え
る
の
は
と
て
も
難
し
い
こ
と
で

す
が
、
常
に
感
謝
の
気
持
ち
と
、
初
め
て
踊
っ
た

時
か
ら
の
踊
る
こ
と
が
大
好
き
と
い
う
気
持
ち
を

持
ち
続
け
、
一
人
で
も
多
く
の
方
に
幸
せ
を
届
け

ら
れ
る
様
、
い
つ
で
も
最
高
の
笑
顔
で
、
心
を
込

め
て
踊
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
将
来
的
に
は
、
指
導
者
と
な
れ
る
様
、

日
々
精
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

競
争
を
し
て
お
り
ま
す
。
信
頼
性
・
定
時
性
で
一

歩
リ
ー
ド
し
て
い
る
日
本
の
鉄
道
技
術
が
今
後
も

勝
ち
残
っ
て
い
く
た
め
に
、
政
府
の
成
長
戦
略
を

踏
ま
え
リ
ソ
ー
ス
の
糾
合
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
私
自
身
、
東
海
道
二
十
二
番
目
の
藤
枝
宿

の
本
陣
の
あ
っ
た
上
伝
馬
に
生
を
受
け
、
毎
日
店

の
前
の
東
海
道
を
眺
め
な
が
ら
、
こ
の
道
は
お
江

戸
日
本
橋
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
だ
と
思
い
、
青

雲
の
志
を
持
ち
東
京
に
出
て
、
早
四
十
五
年
が
過

ぎ
ま
し
た
。
欧
米
先
進
国
に
追
い
付
き
た
い
と
一

生
懸
命
坂
を
登
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
ろ
そ
ろ
次
の

時
代
に
バ
ト
ン
を
渡
す
時
期
が
来
ま
し
た
。
少
子

高
齢
化
の
日
本
、
ア
ジ
ア
を
中
心
と
し
た
成
長
を

取
り
込
め
ば
、
ま
だ
ま
だ
大
丈
夫
で
す
。
我
々
の

世
代
が
藤
枝
か
ら
東
京
を
目
指
し
た
よ
う
に
、
次

の
世
代
は
日
本
か
ら
世
界
を
目
指
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

あ
っ
て
、
い
ま
だ
に
「
彫
刻
と
は
何
か
」
を
模
索

し
て
い
る
。

　

昨
年
、
フ
ラ
ン
ス
（
カ
ス
ト
ル
国
立
ア
ー
ト
セ

ン
タ
ー
）
で
の
作
品
発
表
の
機
会
を
得
た
。
今
ま

で
海
外
で
の
作
品
発
表
は
、フ
ラ
ン
ス
（
リ
ヨ
ン
）、

フ
ィ
リ
ピ
ン
（
マ
ニ
ラ
）、タ
イ
（
バ
ン
コ
ク
・
チ
ェ

ン
マ
イ
）、
韓
国
（
済
州
市
）
等
で
行
な
っ
て
き

た
が
、
な
か
な
か
時
間
の
余
裕
が
な
く
、
作
品
を

輸
送
す
る
の
み
で
あ
っ
た
。
カ
ス
ト
ル
展
は
丁
度

春
休
み
と
重
な
り
、
絶
好
の
機
会
に
恵
ま
れ
た
。

ド
ゴ
ー
ル
空
港
か
ら
オ
ル
リ
ー
空
港
へ
、
オ
ル

リ
ー
空
港
か
ら
ト
ゥ
ー
ル
ー
ズ
・
ブ
ラ
ニ
ャ
ッ
ク

空
港
へ
、
ブ
ラ
ニ
ャ
ッ
ク
空
港
か
ら
カ
ス
ト
ル
へ

の
長
旅
で
あ
っ
た
が
、
企
画
者
で
あ
る
リ
ヨ
ン
大

学
の
マ
リ
ー
先
生
の
献
身
的
な
ご
尽
力
の
お
陰
で

日
本
現
代
美
術
の
一
端
を
紹
介
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
現
地
で
作
品
に
対
す
る
生
の
声
を
聞
き
、
作

品
が
共
感
を
も
っ
て
受
け
入
れ
ら
れ
た
こ
と
は
、

大
き
な
励
み
と
な
っ
た
。
短
時
間
の
滞
在
で
あ
っ

た
が
、
カ
ス
ト
ル
市
民
の
暖
か
さ
と
カ
ス
ト
ル
旧

市
街
の
素
朴
な
風
景
は
忘
れ
が
た
い
。
今
年
も
、

六
月
の
三
島
で
の
個
展
、
七
月
の
瑞
浪
芸
術
館
で

の
グ
ル
ー
プ
展
、
八
月
の
浜
松
で
の
日
本
・
タ
イ

交
流
展
、
十
月
の
遠
州
横
須
賀
街
道
で
の
文
化
展
、

十
一
月
の
東
京
で
の
二
人
展
を
企
画
し
て
い
た
だ

い
て
い
る
。

　

発
表
し
続
け
ら
れ
る
環
境
と
我
が
健
康
に
感
謝

し
つ
つ
、
制
作
に
励
ん
で
い
る
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
母
校
の
益
々
の
ご
発

展
を
心
よ
り
祈
念
い
た
し
ま
す
。

と
の
イ
メ
ー
ジ
を
抱
い
て
教
壇
に
立
っ
た
が
、
そ

の
浸
透
ぶ
り
は
予
想
を
は
る
か
に
超
え
て
い
た

と
い
う
。「
雨
が
降
っ
て
も
、
体
育
は
サ
ッ
カ
ー

と
騒
ぐ
ん
だ
か
ら
」
と
当
時
を
振
り
返
っ
て
苦
笑

す
る
。

　

部
活
指
導
で
も
、
雨
は
懐
か
し
い
思
い
出
と
し

て
残
っ
て
い
る
。
赴
任
直
後
、
雨
が
降
る
と
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
員
は
帰
宅
部
に
変
わ
っ
た
。

体
育
館
が
サ
ッ
カ
ー
部
の
練
習
場
に
な
る
か
ら

だ
っ
た
。「
あ
れ
に
は
び
っ
く
り
し
た
」
と
い
い
、

ま
ず
、
雨
の
日
で
も
体
育
館
の
四
分
の
一
を
確
保

す
る
こ
と
か
ら
始
め
た
。「
素
人
の
集
ま
り
の
よ

う
だ
っ
た
」
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
の
意
識
改
革

に
努
め
て
、
戦
う
集
団
に
導
き
、
在
職
十
一
年
間

で
県
中
部
大
会
優
勝
四
回
の
実
績
を
残
し
た
。

　

ま
だ
、
校
風
に
お
お
ら
か
さ
が
残
っ
て
い
た

三
十
年
代
後
半
か
ら
、
受
験
戦
争
が
激
化
し
始

め
た
四
十
年
代
後
半
ま
で
の
在
職
中
、
時
の
流
れ

と
と
も
に
生
徒
気
質
も
「
間
違
い
な
く
変
わ
っ
て

い
っ
た
」
と
実
感
を
込
め
る
。「
悪
さ
を
し
て
も

隠
し
立
て
し
な
い
の
で
憎
め
な
い
。
そ
れ
が
周
囲

の
規
制
が
厳
し
く
な
っ
て
く
る
の
に
伴
い
、
こ
そ

こ
そ
す
る
よ
う
に
な
っ
て
」。
飾
ら
な
い
表
現
で
、

規
制
社
会
の
弊
害
を
指
摘
し
た
。

　

東
高
か
ら
島
田
高
、
藤
枝
西
高
を
経
て
退
職
。

県
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会
副
会
長
な
ど
を
務

め
、
昨
年
か
ら
同
協
会
顧
問
。

　

七
十
二
歳
。
藤
枝
市
藤
岡
在
住
。

（
文
責　

会
報
委
員
K
）

日立が英国に納めた高速車両

部活動小史
新聞部、月に立つ

水球事始め
野末 隆義 （65 回）

奥山 和弘 （46 回）

恩
師
を
訪
ね
て

（
在
職
＝
昭
和
三
十
八
年
四
月
～
四
十
九
年
三
月
） 

落
合
　
正
義
先
生

　

小
川
国
夫
氏
の
没
三
年
を
目
途
に
故
郷
藤
枝
の
地
に

文
学
碑
を
建
立
し
、
小
川
文
学
の
素
晴
ら
し
さ
を
よ
り

多
く
の
人
々
に
伝
え
継
承
を
し
た
い
と
い
う
考
え
か
ら

建
立
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

建
立
場
所
と
し
て
は
、
小
川
氏
が
毎
日
の
よ
う
に
散

歩
さ
れ
、
文
学
醗
酵
の
地
で
も
あ
っ
た
蓮
華
寺
池
湖
畔

に
決
定
し
て
お
り
ま
す
。

　

同
窓
会
と
し
て
も
こ
の
考
え
に
賛
同
し
、
発
起
人
と

し
て
名
を
連
ね
て
お
り
ま
す
。

　

以
上
の
趣
旨
に
賛
同
さ
れ
る
方
は
、
下
記
ま
で
ご
連

絡
を
く
だ
さ
い
。

　

募
金
目
標
：
四
百
万
円
　
　
一
口
　
二
千
円
か
ら

〈
連
絡
場
所
〉　
藤
枝
市
藤
岡
四
｜
六
一
六
｜
一
〇
　

　
　
　
　
　
　
鈴
木
貞
子
　
〇
五
四
｜
六
三
八
｜
四
三
三
五

　
　
　
　
　
　「
小
川
国
夫
文
学
碑
建
立
の
会
」（
会
計
担
当
）

小
川
国
夫
文
学
碑
建
立
に
つ
い
て

第24号千　南　原 平成22年 10月 1日（2）（3） 千　南　原同　窓　会　報

美術とともに
美術家

（38 回）
岐部 琢美

塞翁と蹴球

多摩大学教授

（47 回）
広瀬 一郎

狂言師の私
神戸より

（58 回）
岡村 和彦
狂言師

新幹線を
鉄道の母国・
英国へ

（39 回）
鈴木 學

心をこめて
踊りたい

パフォーマー

（77 回）
松浦 希実

日立製作所  執行役常務


